
＜表紙＞
遠野市民センターバレエスタジオ練習風景
５月13日㈯、遠野市民センターバレエスタジ
オ入所式を開催し、新たに入所した３人が意
気込みなどを発表しました。バレエスタジオ
では生徒を随時募集中、レッスンの見学も可
能です。

予算予算とと決算決算
特集　遠野市教育文化振興財団の特集　遠野市教育文化振興財団の

インフォメーションインフォメーション
▶国際理解講座　ネパール▶国際理解講座　ネパール
▶生涯学習講座「種山ヶ原自然散策」ほか▶生涯学習講座「種山ヶ原自然散策」ほか

入所式のよう
す

入所式のよう
す

入所式のよう
す



講座のおしらせや活動の
ようすを、当財団ＨＰや
ＳＮＳで発信しています。
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遠野市内各学校の学校運営協議会
（コミュニティ・スクール）運営支
援、地域と学校の連携推進など

学校地域コーディネート

こども本の森遠野受付業務、各種
イベント企画運営や、子育て支援
事業。次世代を育てる「こどもス
タッフ養成講座」など

こども本の森 遠野

佐々木喜善賞、遠野文化フォーラ
ムや遠野文化友の会運営支援など。
写真は令和４年度遠野文化フォー
ラムの様子

文化発信

遠野市民センターバレエスタジオ
や遠野少年少女合唱隊運営支援な
ど

芸術振興

市民に向けて自然・歴史等の講座
を開講する生涯学習事業、小学生
向けの少年少女育成事業など

生涯学習

中高生海外派遣交流事業、英語体
験講座キッズワールドクラブ、市
内在住外国人支援事業など

国際交流

文化・スポーツ等の分野で優れた
実績を収めた方を表彰する顕賞事
業、当財団の事業を広く周知する
広報事業など

教育文化

実施事業の紹介

教育文化・国際交流事業
　　教育文化事業（顕賞式、広報発行）  ────── 6,106 千円
　　国際交流事業（国際理解、中高生海外派遣等） 7,299 千円
その他事業
　　生涯学習事業（生涯学習講座、少年少女育成等） 36,591 千円
　　芸術振興事業（バレエスタジオ、合唱隊等） ─ 11,524 千円
　　文化発信事業─────────────── 7,048 千円
　　こども本の森遠野運営支援事業および特別保育事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　────── 13,022 千円
　　学校地域コーディネート事業──────── 1,980 千円

支　出
88,215 千円

教育文化・国際交流事業
13,405 千円

その他事業
70,165 千円

法人管理費
4,644 千円

教育文化
国際交流

その他
（生涯学習）

その他
（芸術振興）

その他
（文化発信）

その他
（こども本の森）

その他（学校地域
コーディネート）

※その他収入

　　基本財産運用益、寄附金、事業収益など

その他収入
1,071 千円

補助金等
30,347 千円

受託収益
42,875 千円

収　入
74,293 千円

令和５年度収支予算

教育文化・国際交流事業
　　教育文化事業（顕賞式、広報発行） ───────1,711千円
　　国際交流事業（国際理解、中高生海外派遣等） 1,586 千円
その他事業
　　生涯学習事業（生涯学習講座、少年少女育成等） 34,107 千円
　　芸術振興事業（バレエスタジオ、合唱隊等） ─ 10,181 千円
　　文化発信事業─────────────── 6,181 千円
　　こども本の森遠野運営支援事業─────── 4,561 千円
　　学校地域コーディネート事業、財団合併 10 周年記念事業等
　　　　　　　　　　　　　　　　　────── 4,087 千円

法人管理費
4,220 千円

その他事業
59,117 千円

教育文化・国際交流事業
3,298 千円

支　出
66,635 千円

その他
（生涯学習）

その他
（芸術振興）

その他
（文化発信）

その他
（こども本の森）

その他（学校地域
コーディネート他）

国際交流
教育文化

※その他収入

　　基本財産運用益、寄附金、事業収益など

その他収入
1,331 千円

補助金等
28,731 千円

受託収益
34,121 千円

収　入
64,183 千円

令和４年度収支決算
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ま
た
公
演
事
業
と
し
て
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０
２
３
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催
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催
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０
０
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。
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携
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図
る
と
と
も
に
、学

校
や
地
域
を
取
り
巻
く
諸
課
題
の
対
応
や
遠
野

の
ふ
る
さ
と
教
育
の
推
進
を
図
り
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
収
支
予
算
と
重
点
事
業

　

令
和
５
年
度
の
当
初
予
算
は
、収
入
が
７
４
，

２
９
３
千
円
、支
出
が
８
８
，２
１
５
千
円
と
な

り
ま
す
。
収
支
差
額
は
基
金
か
ら
充
当
し
、事
業

運
営
を
行
い
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
は
、「
こ
ど
も
本
の
森
遠
野
特
別

保
育
事
業
」を
新
規
受
託
し
、こ
れ
ま
で
の
受
付
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収
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４
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８
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。

　

令
和
４
年
度
は
、遠
野
市
教
育
文
化
振
興
財

団
と
遠
野
国
際
交
流
協
会
の
合
併
10
周
年
の
年

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、記
念
事
業
と
し
て
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
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ら
に「
さ
か
な
ク
ン
の
ギ
ョ
ギ
ョ
ッ
と
び
っ

遠野市教育文化振興財団の
昨年度収支決算と、今年度
収支予算を報告します。
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支
決
算
お
よ
び

　
　
　
令
和
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年
度
収
支
予
算

遠
野
市
教
育
文
化
振
興
財
団

3 2



ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　

令
和
５
年
５
月
受
付
分
ま
で

▼
朝
倉 

宏ひ
ろ
た
か孝 

様

▼
菊
池 

光み
つ
や
す康 

様

▼
匿
名
寄
附
者 

様　

 　
　
　

３
件

　

頂
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し
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さ
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だ

き
ま
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・
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問
わ
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随
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し
て
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ま
す
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皆
様
の
ご
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援
と
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協
力
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賜
り
ま
す
よ
う
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

詩吟を楽しむ会
令和５年４月９日～令和６年３月 10 日
までの第２・４日曜日、13:30 ～ 15:30
開講。遠野市民センター講義室にて、参
加無料。常時申込み受付。申込みは遠野
吟詠会佐々木順一 62-8266 まで。

川柳を楽しむ会
毎月第２金曜日 13:00 ～ 16:00 開講。遠
野市民センター第一会議室にて、参加無
料。常時申込み受付。申込みは遠野川柳
会菊池国夫 62-6767 まで。

マナビィクラブ受講者募集
新しいことはじめてみよう！

親子でメイク講座
令和５年７月 26 日㈬ 10:00 ～ 11:30、
遠野市民センター第一会議室にて。５才
～高校生のお子様 1 人につき材料費 500
円。７月６日㈭から受付、先着８組。申
込みは堀川幸則 090-7466-6889 まで。

生涯学習講座

宮沢賢治が愛した
種山ヶ原自然散策
物語の舞台にもなった「種山ヶ原」の
豊かな自然を散策します。
▶講　　師　佐々木慶

けいいち

逸氏
▶持  ち  物　歩きやすい服装・靴
　　　　　　飲み物・帽子・雨具等
▶申込締切　６月 30 日㈮

遠野とつながる世界がわかる

国際理解講座
第一便　ネパール
遠野とネパールを行き来する講師がネ
パールの魅力などを紹介します。
▶講　　師　細川加

か な こ

奈子氏
（地域産業パートナーシップ協同組合事務局

／ネパールカトマンズ駐在）

講座開催のおしらせ
色んなものに目を向けてみよう

岩手県青少年劇場「オペラってなあ
に？」が５月31日㈬に開催され、市
内の児童４～６年生が鑑賞しまし
た。ステージは二部構成で、第一部
では身近な楽曲の歌唱を、また第二
部では歌劇『セビリアの理髪師』に

説明を加えながら演じました。児童たちは知っている楽
曲に歓声を、コミカルな歌劇に笑い声をあげました。

岩手県青少年劇場「オペラってなあに？」　

５月27日㈯遠野少年少女合唱隊の
入隊式が行われました。今年は2名
が新たに加わり、隊員は総勢12名
となりました。入隊式では、講師か
ら「一緒に楽しく歌っていきましょ
う」と歓迎の言葉が送られ、隊員は

練習曲である「きみに伝えたい」など３曲を披露しました。
合唱隊では見学、入隊を随時受付しています。

遠野少年少女合唱隊　開講式　

５月20日㈯、千葉大学
名誉教授の三

み う ら

浦佑
すけゆき

之氏
を講師に迎え、遠野文
化友の会学習会「第２
回 村落伝承論」を開催
しました。「事実譚」を
テーマに、『遠野物語』
の説話を取り上げ、新

聞記事や古代文学との比較や、背景にある村落の人間関
係を考察しながら「事実譚」の実相に迫りました。村落で
起こった出来ごとを物語の様式にはめて語られることに
よる、作られた「事実譚」を紐解きながら、参加者は『遠
野物語』の解釈を深めた様子でした。

遠野文化友の会学習会「第２回 村落伝承論」
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お問い合わせは

遠野市教育文化振興財団（☎ 0198-62-6191）まで
　ホームページ ▶  https://www.tono-ecf.or.jp/


